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【社会教育委員会議】 【事務局（生涯Ｃ】 【大会事務局（県生涯課）】

分科会運営 分科会運営 分科会運営サポート

4月

●運営作業（打ち合わせ）

●役割＆分科会サブテーマ確認

●運営作業（打ち合わせ）

●役割＆分科会サブテーマ確認

●助言者／コーディネータ決定

●サブテーマ検討（決定）

●要項と報告書の検討

●発表依頼文書作成・発送

5月
 

6月

●6.3社会教育委員会議①

（協議）

☞役割＊発表者／コーディネーター／会場係

☞分科会サブテーマ／発表tテーマ・要旨

☞参加者確認

●発表内容作成

●6.3社会教育委員会議①

●発表内容作成サポート（発表者と調整）

●6-7月 運営計画案作成

●大会要項用原稿依頼

●分科会マニュアル作成

7月

●7.22社会教育委員会議②

（協議）

☞発表内容→修正

☞運営計画案→修正→確定

●7.22社会教育委員会議②

●7-8月

☞分科会＊全体構成（案）作成

→発表者／助言者／コーディネーターと調整

8月
●参加者→大会事務局へ報告

●運営計画→大会事務局へ提出

●参加者集約

9月
　 　 ●分科会会場決定

●分科会運営計画完成

10月

●10.28社会教育委員会議③

（確認）

☞発表内容

☞分科会＊全体構成

☞事前打ち合わせ

●10.28社会教育委員会議③

●委員と適宜連絡調整

●分科会運営マニュアル配付

11月
●11.12 前日打ち合わせ

●11.13分科会

●11.12 前日打ち合わせ

●11.13分科会

●11.12 前日打ち合わせ

●11.13分科会

12月
●報告書作成

★発表テーマ

「学校と地域の連携・協働～高校・公民館・地域住民のつながる活動」

★要旨

高等学校と公民館が連携して事業を行う中で、地域の課題解決に高校生が取り組み、地域住民がそれに関わっていくことで、三者の

つながりが深まり、新たな展開を生んでいた実践報告

社会教育委員

写真（上越）／受付（下越）／会場案内（下越）／マイク（中越）

　　　　　　　　　　　　　    第62回全国社会教育研究大会新潟大会分科会運営　概要　　　　　　　         　　　
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★期間　2020.11.11（水）～13（金）

★会場　アオーレ長岡ほか

★日程

◦11.11 全国社教理事会／都道府県・政令指定都市社教連等事務局担当者会議

◦11.12 開会行事／記念講演／シンポジウム／情報交換会

◦11.13 分科会

新潟大学教職大学院准教授　 雲尾　　周　

新潟市生涯学習センター  　   　山本　英二

新潟市生涯学習センター  　   　阿部　　勉

新潟市生涯学習センター  　   　加藤　優子

役

割

「学校とのかかわり」～学校を核にした社会教育による地域づくり～

（１） 事例発表１　　　30分（発表20分・質問10分）　＊新潟県新潟市社会教育委員

（２） 事例発表２　　　30分（発表20分・質問10分）　＊青森県つがる市社会教育委員

（３） 休憩

（４） ワークショップ　　　40分　…　テーマに基づいた話し合い・意見交換

（５） 全体共有　　　　 15分  … グループ発表（4Ｇ程度）

（６） 助言　　　　　　　 15分

協議資料１－２


